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鎌
倉
時
代
後
半
、
大
衡
の
地
は
執
権
北

条
氏
の
一
族
や
直
属
の
家
臣
が
地
頭
と
し

て
支
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
北
条
氏
の
滅

亡
と
共
に
、
建
武
政
権
、
次
い
で
足
利
政

権
の
支
配
下
に
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
現
在
の
黒
川
郡
は
、
足
利
時
代
に
戦
国

大
名
の
畠
山
氏
や
大
崎
氏
な
ど
の
支
配
権

争
い
な
ど
を
経
て
、戦
国
大
名
黒
川
氏（
下

草
城
主
）
の
支
配
下
と
な
り
ま
し
た
。
大

名
黒
川
氏
は
一
門
の
者
、
又
は
従
来
か
ら

の
在
地
の
豪
族
を
家
臣
と
し
た
者
を
域
内

各
地
の
館
主
と
し
て
、
こ
の
地
域
を
支
配

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
衡
城
（
越
路
城　
塩
浪
館
）
は
、
江

戸
時
代
に
仙
台
領
の
旧
城
を
列
挙
し
幕
府

に
提
出
し
た『
仙
台
領
古
城
書
上
』に
、「
大

衡
城
東
西
38
間
、
南
北
18
間
」、「
城
主
大

衡
治
部
大
輔
、
安
芸
守
（
黒
川
晴
氏
）
ノ

家
臣
、
天
正
年
中
迄
居
住
」
と
あ
り
、
こ

れ
は
城
の
規
模
や
城
主
を
表
記
し
た
も
の

で
す
。

　
現
在
の
大
衡
村
青
少
年
交
流
館
は
、
昭

和
40
年
代
に
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン「
大
衡
城
」と

し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
で
、
こ
の
場
所
は

本
来「
本
丸
」と
称
さ
れ
て
い
た
所
で
す
。

　
「
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
大
衡
城
」
の
建
物
が

作
ら
れ
る
前
は
、
こ
こ
を
中
心
に
南
に
四

段
程
の
段
築
、
北
に
二
段
の
平
場
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
西
側
（
国
道
４
号
側
）
は

善
川
に
至
る
急
な
斜
面
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
本
丸
の
裏
に
は
二
の
丸
・
三
の
丸
と

呼
ば
れ
た
平
場
が
あ
り
、
そ
の
東
に
奥
深

い
谷
が
入
り
込
み
、
城
全
体
の
東
の
外
郭

線
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。本
丸
と
二
の
丸
・

三
の
丸
は
低
い
山
の
尾
根
の
く
ぼ
み
で
繋

が
れ
、
そ
の
南
麓
に
大
手
門
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
『
源
家
足

利
黒
川
系
図
』
に
よ
る
と
、
大
衡
氏
に

つ
い
て
、
黒
川
景
氏
の
子
で
あ
る
宗
氏

が
大
衡
治
部
大
輔
を
名
乗
り
、
仏
道
に
入

り
法
名
を
柴
庵
と
称
し
た
こ
と
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、『
源
姓
黒
川
氏
大
衡
家
族
譜
』

に
よ
る
と
、
天
文
13
年
（
１
５
４
４
年
）

黒
川
景
氏
の
子
宗
氏
が
大
衡
に
土
地
を
賜

っ
て
大
衡
城
に
居
住
し
て
、
大
衡
氏
と
な

り
そ
の
地
方
を
支
配
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
天
平
18
年
（
１
５
９
０
年
）、

豊
臣
秀
吉
が
命
令
に
反
し
た
北
条
氏
を
攻

め
る
「
小
田
原
攻
め
」
に
、
全
国
の
大
名

が
参
戦
す
る
よ
う
命
令
し
た
時
に
、
戦
い

に
加
わ
ら
な
か
っ
た
大
崎
氏
と
同
盟
関
係

の
黒
川
晴
氏
、
大
衡
宗
氏
は
所
領
を
没
収

さ
れ
、
秀
吉
の
命
令
に
従
い
降
伏
し
た
伊
達

政
宗
の
実
質
的
な
支
配
下
と
な
り
ま
し
た
。

　
黒
川
氏
滅
亡
後
、
大
衡
氏
は
大
衡
城
を

出
て
流
浪
し
、
留
守
氏
（
の
ち
に
水
沢
の

伊
達
家
）
の
家
臣
と
な
り
、
文
禄
２
年

（
１
５
９
３
年
）
に
享
年
67
歳
で
没
し
ま

し
た
。
留
守
家
家
臣
の
書
状
に
は
、
大
衡

氏
の
子
孫
も
代
々
、
水
沢
の
伊
達
家
の
家

臣
と
し
て
仕
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
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『
大
衡
村
誌
』
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お
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ら
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史
散
歩
』

大
衡
城
の
大
衡
氏

▲大衡城跡への登り口（昭和４０年代）

▲大衡城跡地に建つ大衡城青少年交流館

▲大衡城跡登り口の石橋は、
　達居森の登山道に移設さ
　れています。

▲大衡城跡地（昭和４０年代）
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史
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問い合わせ先　公民館
☎３４５－２１９７

１１/１４(水)
１１/２８(水)

１１/２２(木)

開　催　日　時 内　　容 場所講　座　名

公民館
おどり、笛、太鼓練習会おおひら万葉おどり練習会 午後７時

　　　～８時３０分

午前10時～11時 対象：成人女性
内容：ヘルシー豆腐料理レディーススクール

おはなし会のお知らせ

○図書コーナーの本は１人５冊以内、２週間まで借りられます。
○貸出受付は公民館事務室で平日の午前８時３０分から午後５時１５分まで行っています。

かくしごと
住野よる　著

超一流のサッポロ一番の作り方
マッキー牧元　著

若おかみは小学生
令丈ヒロ子　著

◆問い合わせ先　公民館　☎３４５―２１９７

ふるさと美術館企画展「悠久への誘い　レプリカ日本の土偶展」

　絵本の読み聞かせや紙芝居を演じる
『おはなし会』を開催しますので、お
気軽にご参加ください。
◆日　時　１１月１６日（金）　
　　　　　午前１１時
◆場　所　公民館図書コーナー

おすすめブック

　陶芸家の佐々木勝児さんが、約１万３,０００年前の縄文時代に興味を抱き、その時代の人々が作り上げ
た神秘的で独創的な形の土偶をレプリカとして残そうと制作した作品です。
◆開催期間　
　１１月１４日（水）～１２月５日（水）
◆場所　
　大衡村ふるさと美術館２階展示室
◆時間　
　午前９時３０分～午後３時３０分
◆入館料　
　一　般　　　　　２００円
　高校生・大学生　１５０円
　小・中学生　　　１００円　　　　　
◆問い合わせ先　
　大衡村ふるさと美術館　☎３４５―０９４５

　１０月２７日から１１月９日は『秋の読書週間』、１１月３０日は『絵本の日』です。
　図書コーナーでは、１１月１日から３０日まで本を借りた方に、プレゼントを用意していますので、
ぜひお越しください。
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▲重要文化財「遮光器土偶」
　（レプリカ）

▲国宝「縄文の女神」
　（レプリカ）


